
朝鮮語 「ア リラン」 の南 島語 起原 につい て

古代三韓地域と南島糸語彙

芝 蒸

要 旨

 朝鮮語 「ア リラ ン」alilan(*1)は,そ れが この半 島民族 の数奇 な運命 と歴史 と

を生 きて きた哀歓 を象徴す るか の ような歌詞 と旋律で,そ の最 も代表 的民謡で

あるこ とは内外に周知 であるが,こ れ までいつれ の辞書に も項 目す ら見えず,

『朝鮮 語大辞典』(大 阪外大,韓 日合 同 1985)で さえ,民 謡 の名称 としての

みで,起 源は もちろん,意 味に も触れていない。

 注(1)朝 鮮語の表音記号 には1とrと の区別がないので便宜 この ように表記

  した。その理 由について何方 かの説 明が聞かれれば有難 い。 日本語の場合

  も両音 の区別はな く,そ の理 由については筆者 の一応 の立場 はあ るが,朝

  鮮語の系統全体について発言す るのは もちろん越権 と思われ る。

 1.ア リラ ンは 南 島祖 語(動)aliγ 〈流 れ る〉;(名)aliran〈 流 れ;分 水 嶺 〉

で あ る。0.デ ンプ ヴ ォル フ(1938);0.カ ロウ(1962)参 照 。 日本語 では ど

うで あ ろ うか 。 「流 れ る」nagareruは 十 分 に祖 語"alir"へ の再 構成 が可能 で

あ る と考 え られ,ま た 書 紀 を は じめ 阿利,有 田川,有 間 川,有 栖 川,在 原,な

ど 〈流 れ;川 〉 の意 味 の可 能 性 の高 い もの が多 い。

 H.古 代三韓地域 の南島系語彙

 「韓」 とはなにか。今 日も国号であるが,そ の意味,起 源の確認は歴史 と国

家理解 の出発点ではなかろ うか。
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a)スサ〈素さき鳴尊;須佐国〉

susahインドネシア語く困難な， 面倒な):出雲神話における須佐国， その

祖神スサノヲの項では内容的に新羅との関わりの多いと伝えられ，それは確か

であろうが， 少なくとも名称は南島語であり， 尊の別名を牛頭天王というの

は，朝鮮語で牛を soということから， susahの語頭音をとったものと，疑問

がもたれる。

b) padaく海〉の南島祖語は padanく芝原:平原〉。ワタツミく海神>;ヤワ

タく八幡>;ワタルく渡〉。

c) sh:>mく島〉の南島祖語:simbangく海鳥;島〉

d) r新羅」の南島語の可能性一新羅は辰韓と呼ばれたが，辰一東方一光。

他方，新羅は慶州、iの斯島国の後といわれ，光一照一白。これらは南島語系に連

なる可能性があるのではないか。つまり，黒潮の北上と朝鮮海峡の南北両岸の

地勢と文化の類似性の問題。

本論

1 .アリランの南島起源について

アリランの南島祖語は O. デンプヴォルフの『南島語棄の比較音韻論~ m 
(1938)によると， 'alirく〈動〉流れる>0In. M1. a1irがあり， O.カロウ他

『インドネシアニドイツ語辞典~ (1962)で、は， alir (動〉く流れる>; aliran 

〈名〉 く流れ;分水嶺〉であり， これらの事実から件の民謡の歌詞「峠をこえ

て」が理解できょう。

次に，このような南島祖語 alir;arilanと日本上代語との関係はどうであろ

うか。われわれには上代の阿利，有田川，有栖月[，有間川，あるいはその系統

をひく語であろうと考えられるが， しかしこれらについては，このままでは状

況証拠程度で確実な推論は得られにくいので，先ず本質的な課題に関わる事例

としては，

日本語「ナガレJnagareく流〉の祖形復元について
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朝鮮語「アリラン」の南島語起原について

一見しただけでは nagareく流〉と alirとの聞に何の関係もあるようには見

えないが，この祖形の復元には南島諸語の文法ならびに音韻構造の特徴に関わ

る問題がある。これについてここで説明することは南島諸語の特徴に通じてお

られる多くの方々には今更と思われて，失礼なので，以下〈注〉の形にさせて

し、ただく。

注(2) 戦前・戦中，西南太平洋の広大な地域での詳しい現地調査(それは政

府や軍の要請による面もあったかと思われるが〉の資料にもとづき，本格

的な比較言語学的方法で，わが国の南島語学の基礎を確立された泉井久之

助先生によれば， 1マライ・ポリネシア諸語の基語の構造は語根を中心と

して接頭・接中・接尾の接辞をつけ，あるいは語根の重複による。基語は

原則として 2音節である。J (uマライ・ポリネシア諸語く南島諸語>~世界

言語概説下巻 p.1049)と。また， 1動詞的接辞。その主なもの。」につ

いて， 11. *ffia圃〈接頭) (実際には ffidーとして現れる〉最も普遍的な

動詞的接頭辞。基語を能動〈他動〉の動詞化するとともに，また本来動詞

的な意味をもっ基語を，文において正に動詞として特徴づける。これがつ

くとき，基語の語頭に前鼻音化の起きるのが通例である。…J 12. 吋 αー，

*omr (接頭〉 実際には Od・， Odr-として現れるのが常である。く…を蒙

れる;…を帯たる;…の状態にある〉こと〈自動〉を示し …J 13. 

*ta-， *tmr-， (接頭) (一般にはね， tdrとして現れる。)J 1動作・行動に

完結性のニュアンスをもたらししたがって行為の結果として生じた状態

を示す。それで一種の完了分詞として，言語によっては受動形の構成にあ

づかることもある。」と。

ここに挙げたのは，南島諸語の，印欧諸語やアノレタイ諸語と大きく異な

った文法構造や音韻構造をもつこと，すなわち第一に，動詞の機能が具体

的に作用する場合に，接辞が基語に前接する，つまり接頭辞の形をとるこ

と。第二には，上記の1.の ffid(およびその変形 fficlffi， fficln， fficlng， 

ffidnj)の場合，基語の語頭に前鼻音化現象の起きること。なお第三には，

基語は一般に 2音節であることである。
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なお，このような性格をもっ南島起源の日本語の身近な例の一つには，

ムダクく抱く;ウダク;イダクともいう〉があるのは周知である(時代別

国語大辞典上代篇三省堂〉。

村山七郎先生の精確な分析と復元によれば， Iインドネシア諸言語にお

いては， さまざまの意味をもっノレート(基語;語根〉に接頭辞がついて，

動詞が形成されますが，ここでは *maNーをとりあげます。……この接頭

辞はインドネシア諸語において次の形をとります〈以下， 筆者の要約〉。

マライ語型(インドネシア語)mdN，古代ジャワ語型 [mJnN一，ジャワ

語型 [maJN-; [mdJNーになる。……

[ Jはじっさいの使用において脱落することを示します。(崎山 理

1971年による)J・・

「マライ語では *dak8pが dakapとしてあらわれ， m8Nーにより m8NI

dakp I抱く」がつくられます。

ついでながら，ウダク，イダク，はそれぞれ*[mdJNldak-，[mJiNldakー

からの発達形です。 *[mJiNーは *[mJdNーの異形です。つまり， ウダク，

イダクはルートに古代ジャワ語型の接頭辞がついた形から生まれたとみら

れます。そして口語系のダクは， *[mdJNldakーからの発達です。……沖

縄〈首里方言〉方言の dacuNr抱く」は…… *[m8JNldakーの発達形で

す。J (U"日本語の語源~ 1974， pp. viii) 

南島諸語のこのような性格こそ「それは単に日本語の基層的構造ではな

く，正に日本語の核心である」と村山先生の強調されるところである。先

生はベルリン大学の言語学教室で、比較言語学，アルタイ系諸語，アルタイ

比較言語学を学ばれ，とくにツングースの専門家として，同大学を中心に

国際的に活躍されたが， Iアルタイ諸言語からの探求では， 日本語の真の

性格とその核心の解明にはいたりえない」との確信から，戦後は一転し

て，南島諸語の研究に没頭され，泉井先生の基礎の上に， 日本語の起源・

系統の解明に画期的な発展をもたらされた。先生のこのような研究態度は

名利を度外視した学問的良心と勇気に根ざした稀な例というべきである。



朝鮮語「アリラン」の南島語起原について

研究者もともすると，いわゆる専門家であることに安住し世間の名利に

甘んじて，自らの研究の在り方に対する厳しい反省や改革に消極的になり

がちであるから。しかも先生の場合は，南北の系統を両面から綜合し日

本語の起源・系統問題について，具体的全体像を構築するのに，大きな推

進を果たされたということができょう。

上記のような南島語の性格を踏まえて， 日本語の「ナガレJnagareの祖形

復元を試みると，上記の接頭語 mdは通例は他動詞として機能するときである

が， ごく少数の例外として自動詞のばあいがあり， alirく流れる〉もその一つ

である。この語は，このままの形でも動詞の意味をもつが，実際に活用される

ときは，この意味をもっ基語となり，接頭辞をとるが，語頭が母音なので接頭

辞は mdngをとり， m8ng十alirく流れる〉となる。この場合，村山先生の分

析の型にしたがい， かつ nを顕わすと， [md J NI) + alir今NI)+ alirとなり，

さらに NdI)alirと変容しつつ原始日本語 nagaru(動〉ナカソレく流る>; nagare 

(名〉ナガレく流れ〉へと移行したと考えられる。

ここで，初めにあげ、た有田川[，有間川，有栖川，在原などのアリも alirく流

れ〉の意味であるということができょう。有栖川の栖はくω習渉測、1わ!

在原はく河原〉に当てたものでで、はあるまいか。さらに長良川もナガレく流れ〉

に由来するかもしれない。

II.古代三韓地域と南島語

韓とはなにか。古代朝鮮半島南部に三韓とよばれる国々が存在したが，韓は

李王朝が朝鮮の国号として以来，今日の大韓民国のそれでもあるが，その意味

はほとんど語られていないように思われる。知人の学者に確かめても，大とい

う意味のようであるが，釈然としない。もとより多くの場合と同じく，韓の人

々自身によるものではなく，中国人の命名によるはずである。韓は，その本来

の字義ではく井桁;あるいは井戸の周りの囲い;周りの垣根〉といわれている

から， 1)広い意味でく地域〉くらいの意味で用いられたのであろうか。例え
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ば，今日中央アジア方面に多いースタン(カザフスタン，ウズベキスタン，ア

フガニスタンなど〉といわれるロシア語-CTaHはく国〉というよりは， く地

区，管区〉などの意味で用いられてきたようである。 2)文字通りく井戸〉な

らば， 戸であり， 家である。井戸こそは人家の本質であり， 東北地方にある

く八戸〉とかく三戸〉の地名にあるとおりで，近畿地方でも古代の飛鳥，羽曳

野市のく飛鳥戸神社〉であり， 飛鳥部ではないことで知られる。つまり， 村

落・集落ととることもできょう。

辰韓・馬韓・弁韓についてーこれは三者の位置を十二支によって示したもの

と考えるのが自然であろう。子午線といわれるように真南が午(馬)， 東南が

辰である。もちろん，報告者の位置は当時の漢の四郡，楽浪あるいは帯方など

からみてのことと考えられる。では弁韓とはなにか。弁〈輝〉は「瓜を二つに

割った形」といわれているように， 中間とか， 媒介とかいう意味に用いられ

る。ここでも百済と新羅との間であった任那や伽耶などを意味すると解してよ

いのではないか。

そこで済州島や上記三韓地域を通じ，南島から黒潮に運ばれて半島に伝わっ

たで、あろう朝鮮語の問題であるが，筆者は，金廷鶴教授も，その専門である考

古学の立場から， 1"韓半島の民族的・文化的特徴は北アジアから南進した勢力

が支配的であるが，南部地方には南部アジアからの潮流がかなり基層に存在し

ていたように思われるJ (11 日韓古代国家の起源~ 1970， p.136)と述べられて

いるような点を踏まえた上で，いくつかの語棄の検討を試みたい。

1) susahく須佐・素英> (須佐之男・素菟鳴〉

この語は，このままが朝鮮語の語棄にあるわけではないが，次に触れるよう

に，朝鮮語に誤読されたと思われるので、挙げ、た。

記・紀や出雲風土記にあるように，主に須佐国や素葵鳴尊の暴行乱行などの

形容に用いられているが， o.カロウ共著では，く苦労・疲労;不愉快・嫌悪;

困難・面倒〉などとなっている。 日本語でも， ~時代別国語大辞典~ (三省

堂〉では，スサに関してはスサブのみであるが， く一途にふける;勢い盛んに
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朝鮮語「アリラン」の南島語起原について

なる;自然の勢いのままにまかせて，止まらなし、〉とあり， rr岩波古語辞典』

には， スサピく荒び・遊び・弄び)， スサマジくものすごい・恐怖でぞっとす

る〉などがある。なお，次は参考までにであるが，中世になってからと思われ

るが，スサく寸捗〉で， 1"建築の壁を塗るとき，壁土に混ぜ、て亀裂を防ぐため

の繊維質の材料。刻んだ藁とか，麻・紙などに海草の煮汁を混ぜ、て使うJ (向

上〉ものであるが， これもこの南島語からきた語ではあるまいか。

さて， 素菟鳴尊であるが， 出雲に天下る前は新羅ということも記されてい

る。書紀神代上の一書〈第四〉には，高天ヶ原を追われて，新羅固に天降りし

て，曽之茂梨に在ったが， この国には居るのを欲せず，埴で舟を造り多くの従

者達と東に渡り， 出雲国の簸の川の川上に在る鳥上の峯に至ったとある。他

方，素ヨき鳴尊は京都八坂神社のご祭神のごとくく牛頭天王〉と称せられる。こ

れは何故であろうか。朝鮮語で 50 はく牛〉であるから。つまり 7世紀頃の朝

鮮半島からの渡来知識人たちが上記の事情により，尊の御名の語頭の一音から

このような命名になったのではなかろうか。

2) padaく海〉

O.デンプヴォルフの南島祖語をみると， pa(n)daI)く芝原，草原，平原〉で，

タガログ言苦では paraI)， トパパタク言苦， ジャワ語iで padag，Ml.ンガージユダ

ヤク語で padaI)く芝原〉などであり，またホヴァ語では， fandraく平野;森の

中の空地:湖沼〉であるい.10)が，これらのイメージからく海原〉へと広が

ったので、あろうと考えられる。

日本語の場合では， よく知られるようにワタツミく海神〉であり， padaか

ら八幡・木幡などのごとく fataへ，さらに wataへ， というように子音交替

が行われている。西南太平洋の島々から黒潮にのって北上してきた日本人の祖

先にとっては，海はワタリく渡り〉であり， ワタシく渡し〉であるから，ヤワ

タく八幡〉の大神としての市杵島姫は宗像三神をはじめ， 宇佐八幡， 厳島神

社，石清水八幡というように海神信仰の歴史を形成してきた。
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3) 8:lm く島〉

この語については，前掲のO.カロウ共著に， slmpangく分かれる，曲がる，

外れる，三叉路など〉があり，村山先生はここから， シマく山斎)， すなわち

人里を離れた山の書斎を推定されたが，これは島の観念が前提になっているの

ではなかろうか。島の観念の要件にはく外れる〉はともかく， く分岐〉では十

分でなく， く分離〉が必要であろう。一定の陸地が沿岸から分離・孤立するの

が島である。

ここで筆者はさらに， simbangく海鳥:かもめ，あほうどり，など〉に注意

してはどうかと思う。海鳥と島との関係について。筆者はこれまで，なにげな

く島としづ漢字を読み書きしてきたが，ふとその成り立ちを注意してみると，

島はく鳥十山〉であるが，島は形・戸ともに鳥であるとし、う。海鳥が飛び交い

はじめ，洋上の彼方に山の浮かんで見えてくるとき，長い航海をつづけてきた

船乗りたちの感慨をこの上なく表象させるものではなかろうか。これは中国大

陸沿岸民族の知恵であろうが，朝鮮語への移行がどうであるかは別としても，

南島語の日本列島への移入の場合，偶然にも共通していた現象であったという

ことができょう。

4) Shilagiく新羅〉

新羅は韓族の初期農耕社会から生まれた村落共同体的性格のきわめて強し、国

家であったから， i征服王朝の性格をもっ高句麗とはJ iその政治形態、におい

て基本的に異なっていた」と井上秀雄氏が指摘されている (u古代朝鮮j]p.138) 

が， その始祖神話ではなおさら， 新羅王の政治的権限は虚弱なことが知られ

る。また， u三国史記』の「新羅本紀」に登場する人物は， i倭から，海をわ

たってきた」というような記事も見られるが，これらは， もとより伝承ではあ

るが，考古学の権威，金元龍教授のいわれる「プロト三国」時代として，黒潮

の北上する朝鮮海峡を挟んで向かい合う九州や中国地方の風土との共通性の可

能性が示唆されていることも否めないで、あろう。

また，新羅から日本に渡来した人々には， シラキ;シロキく白木〉という姓
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の人々が今日も現存していることも示唆をもっ。

辰韓く東南・曙光の国〉新羅は斯麗から起こったといわれる。 t8101)く明る

さ・照る>1N，タガログ語でく曙光>;ジャワ語， マライ語 terOI)く透明さ〉

(0.デンプヴォルフ， III. s.134)。 インドネシア語 selouくまぶしさ> (0. 

カロウ共著， s.379)。また，例の，有明海のいわゆる シラヌヒく不知火〉は

誤解で， しら・な・ひく光の火〉であり，な naは南島語特有の連辞で， ミナ

ツキく六月:水の月〉のナ;タナゴコロく掌:ての中〉のナである(村山， II日

本語の語源Jlp. 102， 236)。

キ シラキのキは南島語の kuiく木〉に由来するく桟・城〉と考えられる。

井上秀雄氏も古代三韓地域には，その特有の地勢から多くのく山城〉のあった

ことを述べておられる (u古代朝鮮Jlp.132)。

以上
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